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               審   査   の   要   旨 
 
本論文で著者は、食品中に存在するAGEsを摂食した場合の健康影響は、最終的に細胞膜上のRAGE（R
eceptor for AGEs）との結合が契機となって細胞内に酸化ストレス等を誘導することに起因すると考え
られており、多様な構造を持つAGEsをRAGEとの結合性で整理することが重要との考えに基づき以下の研
究を行った。まず、精製RAGEとAGEsとの結合を特定のAGEs分子種を認識する抗体を競合的に作用させる
ことにより、刺激性AGEsを探索する方法について検討した。この方法では、MGOから生じるAGEs分子種の
うちCEL及びPENにRAGE結合性が認められたが、MG-H1等のアルギニン残基に生じるAGEs分子種にはRAGE結
合性が認められなかった。これらの知見は、AGEsと総称される分子種であってもRAGEを介した生体影響
の程度が異なる可能性を示唆するものであり、開発した手法により、真に着目すべきAGEs分子種の探索
を一層進めることを可能にする意義ある成果である。次に、食品中AGEsは断片化されたペプチドにAGEs
が結合して体内で存在することに着目し、同じ種類のAGEs分子種を含むタンパク質型AGEsとペプチド型A
GEsを調製し、RAGE結合性及びHUVECに誘導される活性酸素を比較検討した。ペプチド型AGEsはタンパク
質型AGEsよりもRAGEとの結合性が概して低下する傾向だったが、キシロース、リボース、MGOを作用させ
て調製したペプチド型AGEsでは結合性が残存することを見出した。これらによりHUVECを刺激したところ、
RAGE依存的な活性酸素の発生を認めたことから、ペプチド型AGEsにおいても生体影響を起こしうること
を示唆した。得られた知見は、動物試験等で検証する必要があるが、将来的に、刺激性AGEsを低下させ
た加工食品を製造する際の有用な基礎的知見として学術的にも技術的にも価値がある。 
令和元年7月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
